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事業区分：道路、補助事業 施策分類：強い東北の創造

青森１０２号 尾上黒石道路（黒石市）事 業 名
おのえくろいし

【 】 （ ）弘前黒石ＩＣ連絡道路 平成１５年度全線完成供用
ひろさきくろいし

事業概要 弘前黒石ＩＣ連絡道路は、弘前市と東北縦貫自動車道弘前線の黒石ＩＣ
ひろさきくろいし ひろさき くろいし

を連絡する延長１１Ｋｍの地域高規格道路です。
尾上黒石道路は、弘前黒石ＩＣ連絡道路の一部を構成する延長７．４Ｋ
おのえくろいし ひろさきくろいし

ｍの４車線道路で、平成１４年度までに弘前尾上道路とあわせて延長８．
ひろさきおのえ

６Ｋｍを４車線で供用しています。
平成１５年度は残る延長２．４Ｋｍの供用により全線４車線完成を図り
ます。

位 置 図
写 真 等

既供用区間の弘前尾上道路（日沼地区）
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事業区分：道路、補助事業 施策分類：強い東北の創造

主要地方道仙台南インター線 茂庭工区（宮城県仙台市）事 業 名
せんだいみなみ もにわ

主要地方道仙台南インター線は、仙台東部道路を起点とし、仙事 業 概 要
せんだいみなみ せんだいとうぶ

台市街地南端を経由して、東北自動車道仙台南ＩＣに至る自動車

専用道路であり、地域高規格道路「仙台南部道路」に位置づけら

れています。

平成１３年８月に暫定供用をしており、現在は、ＩＣ部の改良

整備を進めています。

平成１５年度内に、東北自動車道の仙台南ＩＣ部において、両道路位置図・

間を料金所で停止することなく通行できるようになります。写真等

なお、引き続き、仙台南ＩＣのランプ改造工事を実施し、平成１６年度

に完成する予定です。

現在の状況

完成予想図

（最終形）



- 33 -

事業区分：港湾、直轄事業 施策分類：強い東北の創造

産業関連事業（エネルギー港湾）

（ ）（ ） （ ）事 業 名 能代港大森地区航路 埋没 秋田県能代市 平成１５年度新規
のしろこうおおもり のしろ

事業概要 能代港の能代火力発電所においては、平成５年度から運転を開始し、
のしろこう

燃料となる石炭約２７０万トンを５万トン級の石炭船でオーストラリア

等から輸入し（年間３４回入港 、年間１２０万ｋｗの石炭火力発電を）

行っています。

近年、こうした大型石炭船等の航行する港口部の航路は、冬季風浪等

による漂砂による埋没が進行し、大型船の安全な航行に支障をきたして

おります。このため、航行船舶の定時性と安全性を確保するとともに、

（ ） 、電力の安定供給にも資するため産業関連事業 エネルギー港湾 として

航路浚渫と恒久的な埋没対策工に新規に着手します。

位 置 図

写 真 等

能代火力発電所能代火力発電所

外 港 地区

大森地区

航路（－１４ｍ～ー１５ｍ）（埋没）

能代火力発電所

年間１２０万ｋｗを発電

能代港



事業区分：空港、直轄事業 施策分類：強い東北の創造

仙台空港
せんだいくうこう

アクセス鉄道　（宮城県名取
な と り

市・岩沼
いわぬま

市）

仙台空港までのアクセスの定時性及び速達性を向上させるため、ＪＲ仙台駅から

仙台空港まで直接乗り入れるアクセス鉄道基盤施設整備を促進します。

平成１４年度に、駅高架部の本体工事に着手しており、平成１５年度には、

トンネル部に着手し、整備を促進します。

位置図・

事業名

事業概要

写真等

《所要時間》
〈道路(自動車)利用〉

〈仙台空港線(電車)利用〉

約４０分

快速 約17 短縮効果 約23分

普通 約23 短縮効果 約17分仙台空港

一ノ関

愛子・作並

 福島

仙台

●仙台空港までのアクセス１時間圏内マップ

●仙台空港アクセス鉄道整備による時間短縮効果
【仙台駅～仙台空港駅（仮称）】

仙台空港
　　仙台空港アクセス鉄道計画イメージ

　開 削  ト ン ネ ル 部

駅　高　架　部

－  34 －
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事業区分：港湾、補助事業 施策分類：強い東北の創造

小名浜港５・６号埠頭地区臨港道路事 業 名
おなはまこう

（ ）（ ）福島県いわき市 平成１５年度完成

事業概要 利用度が極めて高くなっている小名浜港において取扱貨物量の増加と
おなはまこう

船舶の大型化に対応し既に完成している、５・６号埠頭岸壁（水深１２

ｍ、１４ｍ）と背後地との間の円滑な貨物輸送を確保する臨港道路の完

成を目指します。

位 置 図

写 真 等

５・６号ふ頭地区完成予想図

５・６号ふ頭地区

－１４ｍ岸壁（延長２８０ｍ）

－１２ｍ岸壁（延長２４０ｍ）

５・６号ふ頭地区
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事業区分：都市・住宅・公園、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

福島県営蓬莱団地（公営住宅ストック総合改善事業）事 業 名
ほ う ら い

事業概要 蓬莱団地は昭和４８～５１年に建設されましたが、経年による住宅
設備の老朽化、社会状況の変化による居住形態の多様化、また、将来
ますます進展する高齢社会に対応するため、建物の全面的なリフォー
ムを計画することとなりました。
改善にあたっては、全面的な住宅内間仕切りの変更やそれに伴う内
装のリフォーム、住宅内のバリアフリー化、エレベーターの設置等を
行うことにより、国民の多様なニーズに対応した良質な公営住宅スト
ックの形成と既存住宅ストックの活用による効率的な公営住宅の整備
を推進します。

所 在 地：福島県福島市
事業年度：平成１３年度～平成２２年度

位置図・
写真等

改善前（全景）

改善後（全景）

改善後の室内
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事業区分：都市・住宅・公園、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

仙台市公共下水道事業事 業 名

（緊急都市内浸水対策事業）

当該地区は交通機関・公共施設・商業施設等の都市機能が集事 業 概 要

積し、仙台市南部の副都心として発展を続けてますが、既存の

。下水道施設の能力不足等から頻繁に浸水被害が生じております

このため、浸水被害に対する安全度向上を目的に、｢緊急都

市内浸水対策事業｣として、緊急的・集中的に事業を実施しま

す。

（事業概要）

・長町第１雨水幹線（φ4,250mm）Ｌ＝1,920m

・長町第１雨水幹線流入管（φ1,000～2,600mm）Ｌ＝1,860m 等

位置図･写真等

事業位置図
浸水状況（ ：台風６号）H14.7

①

②

①

②
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事業区分：河川・道路、直轄・補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

砂鉄川緊急治水対策事業（岩手県東磐井郡東 山 町、川崎村）事 業 名
さてつがわ ひがしいわい ひがしやまちょう かわさき

【 】平成１５年度一部概成

平成１４年７月洪水と同規模の洪水が発生した場合、砂鉄川からの氾濫が目標・効果
解消されます
北上川支川砂鉄川は無堤部であることから、洪水時には本川の背水の事 業 概 要
影響により毎年のように洪水被害を受ける地区で水害の常襲地帯となっ
ています。
平成１０年８月末洪水及び平成１４年７月洪水（台風６号）により甚
大な被害を被った“砂鉄川下流地区 （岩手県川崎村）において、床上”
浸水対策特別緊急事業（床上）及び地方道改築事業を集中的に実施し、
平成１５年度には一連の築堤が概成し、平成１０年８月洪水と同規模の
洪水における浸水被害を軽減させます。

“砂鉄川また、同様に平成１４年７月洪水により甚大な被害を被った
河川激甚災害対策特別上流地区”（岩手県東山町、川崎村）において、

河川等災害関連事業（関連）及び河川災害復旧等関連緊急事業（激特）、
を、国、岩手県、東山町、川崎村の連携により集中的緊急事業（復緊）

に実施し、下流地区の事業とともに上下流一貫した砂鉄川の緊急的な治
水対策として推進します。
＜事業内容＞
床上事業：全体事業費 約240億円、事業期間 H11～H16

築堤7,530m､河道掘削120,000m3､道路6,850m､道路橋３橋
復緊事業：全体事業費 約64億円、事業期間 H14～H17

築堤4,600m、樋管4基、道路橋１橋
激特事業：全体事業費 約94億円、事業期間 H14～H18

築堤6,760m、河道掘削495,000m3、護岸工86,200m2
関連事業：全体事業費 約5億円、事業期間 H14～H16

築堤130m、河道掘削177,000m3、護岸工4,700m2

事業効果等

平成１４年７月洪水状況 東山大橋交差点（東山町）
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

（ ）【 】事 業 名 五所川原地区消流雪用水導入事業 青森県五所川原市 平成15年度完成
ご し ょ が わ ら ご し ょ が わ ら し

市内中小河川に導水することにより除排雪作業を効率的・効果的に行い、目標・効果
交通障害の解消など、冬期間の生活環境を改善します
五所川原市は、津軽平野のほぼまん中に位置し、過去における最大積雪事 業 概 要
深は207cmにも達し、年間の約１／４の期間が雪に閉ざされる特別豪雪地
帯に指定されている地域です。
除排雪は、歩道や車道あるいは水路に一時的に堆積した雪を、年数回ト
ラック運搬により排雪していますが、多大な労力を伴うとともに、歩道の
確保が十分ではなく、交通障害や水量不足による水路の閉塞等も発生する
など、その対策に苦慮しています。

このようなことから「消流雪用水導入事業」により、岩木川からの取水
施設を整備し、市街地を流れる中小河川に通水することで除雪作業を効率
的・効果的に行い、地域の活性化に資するものです。

＜事業内容等＞ 総工費 約２０億円
計画導水量３m／ｓ 取水施設、揚水機場3

位置図
・写真等

・受益面積 約４００ ・受益人口 約１７，０００人ha

積雪による通行障害 深夜の除雪作業
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

阿武隈川上流（浜尾地区）床上浸水対策特別緊急事業事 業 名
は ま お

【平成１５年度概成】（福島県須賀川市）
す か が わ

下流の洪水被害を軽減します目 標 ・ 効 果
阿武隈川沿川は、平成１０年８月末の計画高水位を越える洪事 業 概 要
水により、全半壊家屋２４０戸、浸水家屋３，７８１戸にのぼ
る甚大な被害に見舞われました。
阿武隈川では昭和６１年，平成元年，平成３年、平成１０年
と頻繁に水害が発生していますが、堤防の未整備区間や堤防断
面の不足さらには漏水等弱小堤防も多く残されており、ポンプ
場などの内水排除施設の整備も遅れています。
そこで、下流部の水位の低減を図るため、阿武隈川の上流部
に位置する浜尾地区に「床上浸水対策特別緊急事業」により遊
水地を整備し、平成１５年度の施設完成を図ります。

＜事業内容＞
全体事業費 約４９億円
築堤 Ｌ＝約１，５６０m 周囲堤 L=約１，９５０ｍ
排水樋門 １箇所

位置図
・写真等

平成１０年８月末洪水氾濫状況 遊水地並びに築堤等による整備効果

浸水戸数 １８７戸 浸水戸数 ０戸




